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右
の
質
問
主
意
書
を
提
出
す
る
。 
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一 

 



 

三 

講
和
成
立
と
ポ
政
令
改
廃
の
関
連
に
つ
い
て
問
う
。 

一 

政
府
は
、
公
職
資
格
訴
願
審
査
委
員
会
が
廃
止
さ
れ
た
後
も
、
適
当
な
方
法
を
も
つ
て
、
追
放
者
の
訴
願
を
処
理
す
る

道
を
開
く
と
言
明
し
て
い
る
が
、
そ
の
具
体
的
方
法
如
何
。 

二 

追
放
令
は
、
講
和
成
立
の
上
は
当
然
廃
止
さ
る
べ
き
性
質
の
も
の
と
了
解
す
る
が
、
な
お
存
続
す
る
場
合
は
、
い
か
な

る
理
由
に
基
く
か
。 

右
質
問
す
る
。 

公
職
追
放
令
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書 
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